




Association between Occupational Dysfunction and Metabolic Syndrome in Community-Dwelling 


























	 岡山県井原市の健診を受診した 2,218 名のうち，本研究に同意した 1,668 名を対象とした．そ




で 2 回測定し，平均値を用いた．血液検査は，中性脂肪，HDL コレステロール，LDL コレステ
ロール，血糖値（HbA1c）を測定した． 
	 MetS の有無は日本基準を参考にした．しかしながら，本研究の 65 歳以上の対象者は健診で腹
囲は未測定であり，全対象者から腹囲のデータを得ることができなかった．従って，先行研究を
参考に腹囲の代わりに BMI を用いた．すなわち，肥満（BMI ≥ 25 kg/m2）に加え，脂質異常（HDL
コレステロール 40 mg/dL 未満または中性脂肪 150 mg/dl または服薬中），血圧高値（収縮期血圧
130 mmHg 以上または拡張期血圧 85 mmHg 以上または服薬中），耐糖能異常（HbA1c ≥ 6.0%ま







作業機能障害の種類と評価（Classification and Assessment of Occupational Dysfunction: 
CAOD） 
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	 CAOD は，作業機能障害の 4 種類を 16 項目で評価できる尺度であり，信頼性と妥当性が検討
されている．質問項目はそれぞれ 1 点「当てはまらない」から 7 点「当てはまる」の 7 件法で回
答し，合計得点が高いほど作業機能障害は重度と判定された．カットオフ点は 52 点とした． 
 
統計解析 









率 P < 0.05 を統計的に有意であるとした． 
 
[結果] 




	 ロジスティック回帰分析の結果，CAOD 低値群に比べ高値群では，MetS の OR が高く[OR = 
1.92（95% CI: 1.17–3.17）]，この関連は高齢者群で特に顕著であった．肥満群では，CAOD 高
値群において脂質異常の割合が高く[OR = 2.08（95% CI: 1.17–3.68）]，この関連は高齢者群にお
いて顕著であった．若年者群では，CAOD 高値群において高血圧の割合が高かった[OR = 2.02




	 地域住民を対象として作業機能障害と MetS とその構成項目との関係性を検討した結果，
CAOD 低値群に比べ高値群では MetS の発現率が高く，この関連は高齢者群で特に顕著であった．
さらに，肥満群では脂質異常の割合が高く，この関連は高齢者群で顕著であった．若年者群では，
高血圧の割合が高かった． 
	 作業機能障害と MetS とその構成項目との関連性について，これまでに職域を対象とした検討
は行われているものの，地域住民を対象とした報告はなく本研究が初めてである．職域を対象と
した先行研究では，作業機能障害と肥満及び高血圧との関連が認められ，作業機能障害と血圧の
相関係数は 0.4 と正の関連であった．今回の研究では，-0.09 と関連は弱かった．その理由として，







業機能障害は MetS に関連があったと考えられた．耐糖能異常は，CAOD 低値群に比べ高値群で
は OR が低く，我々の予想に反した結果であった．これは，対象者が少なく信頼性が十分でない
ことが考えられるため，今後対象者を増やして検討が必要である． 
	 CAOD は，16 項目であり比較的簡便に実施できる．したがって，早期より作業機能障害の評価
と介入をすることで，MetS を予防できる可能性がある．今回得られた結果をもとに，対象者を
増やし，属性ごとに検討を重ねていきたい．作業機能障害と MetS との関連性が示されたことで，
作業機能障害の評価が予防医学領域の新たな指標となる可能性がある． 
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[結論] 
	 地域住民において，作業機能障害は高齢者群の MetS，肥満群で高齢者群の脂質異常，若年者
群の高血圧と関連することが明らかになった．作業機能障害の視点を用いた評価は MetS の予防
に有効である可能性がある． 
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